
◆目標管理者

③

【取組実績】
・議会ICT化の推進については、5人の議員で構成される議会
ICT推進部会で現状分析等を行いました。

・各常任委員会においては、所管事務調査において、外部講師
による研修会や行政視察等を実施し、ゼロカーボンシティ特別
委員会についても、執行機関と連携しながら、環境省等との勉
強会や先進地視察等を行いました。（事業費4,000千円）

【成果目標実績】
　各委員会において、所管事項の調査研究を進める中で、執行
機関への意見や提言が充実したものになるよう、関係資料の作
成や運営の支援を行い、市政への反映の一助としました。

④

【取組実績】
　近隣市議会と地域課題に関して情報共有や意見交換を行
い、連携協力体制を構築しました。

【成果目標実績】
　滋賀県市議会議長会の研究会に副議長が参加し、今後の議
会の広聴活動等の参考となる「広聴の機能強化に関する提言
書」が策定されました。
　また、大津市議会との連携協定に基づき、共通課題について
協議検討を行いました。

⑤

【取組実績】
　近畿・県・湖南圏域の各市議会議長会が主催する研修会や
民間研修機関主催の研修会に参加しました。

【成果目標実績】
　議会運営等の実務に関し必要な知識を習得しました。

④

【取組】
　滋賀県市議会議長会や湖南4市で構成する湖南地区市議会議長会および大
津市議会との連携協力を進めます。

【成果目標】
　広域的な共通課題について協議検討の場を設け、調査研究の充実に向けた
支援を行います。
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　議会基本条例の第4章には「政策の立案や提言を行う議会」、第5章
には「行政の監視や評価を行う議会」、第6章には「議会の機能向上」
を目指すべき議会のあり方として定めています。
　政策立案・提言については、主に議員各々が執行部に対し行ってお
り、議員間討議による議会としての意思形成が十分ではないのが現
状です。
　また、監視や評価については、常任委員会における所管事務調査
や決算審査における事業評価などを行っていますが、これらの結果
が市政へ反映されるものとなるよう、その質を高めていく必要がありま
す。

②
　政策立案・提言や行政の監視・評価など、議会としての機能の向上を図
る支援を行います。

③

【取組】
　議会ICT化の推進により議会活動の能率化を進めるとともに、所管事務調査
や特別委員会における監視・評価の機能強化を図ります。特にゼロカーボンシ
ティ特別委員会については、ゼロカーボンシティを目指した取組の推進に向け
た調査研究を行い、政策立案等につながるよう支援します。また、必要に応じ
た知見の活用や、政策討論会の運営などを支援します。（事業費5,740千円）

【成果目標】
　政策立案・提言などの実施および市政への反映につなげていきます。

⑤

【取組】
　事務局職員研修への参加や先進事例の調査を行います。

【成果目標】
　議会運営に必要な能力の向上と、議会や議員への提案を行います。

　　４．課題解決に向けた令和４年度の具体的な取組
　　　　【年度末実績】

①

【取組実績】
　従来の対面式の議会報告会の開催にとらわれず、時代に即
した柔軟な手法により広報広聴機能を充実させていくため、議
会基本条例を改正し、ホームページを活用した議会活動報告を
始めるとともに、若い世代の意見を聞く場として高校生と市議会
議員との意見交換会を実施しました。
　また、議会だよりの作成を担っていた広報編集委員会を広報
広聴委員会に発展させ、広報広聴機能の充実に向けた体制の
強化を図りました。（事業費85千円）

【成果目標実績】
　高校生と市議会議員との意見交換会では、若い世代の貴重
な意見を聴く機会になりました。
　また、高校生からの提案をきっかけに図書館内の学習スペー
スの設置が実現し、政策立案にも繋げることができました。

②

【取組実績】
　年4回、議会だよりを発行し市内各戸に配付するとともに、本
会議の中継をライブ配信を行いました。
　また、広報広聴委員会において、新たな広報広聴手法を検討
し、えふえむ草津の番組に議員が出演し、議会の活動内容を発
表する取組を始めました。（事業費5,476千円）

【成果目標実績】
・議会だよりの作成においては、広報広聴委員会における意見
に基づき、市民に分かりやすい紙面の作成に取り組み、議会中
継については、議会だよりや市ホームページの新着情報を活
用し積極的に啓発しました。

・えふえむ草津への出演については、ラジオ放送に加えて、
アーカイブ版の情報を議会だより等でも提供することにより、新
たな広報手段として活用することができました。

②

【取組】
　市議会ホームページの充実に加え、議会だよりの発行や、スマートフォン・タ
ブレット端末への配信も含めた議会中継などにより、議会活動の情報を発信し
ます。（事業費6,529千円）

【成果目標】
　タイムリーで、わかりやすい議会活動情報を発信します。

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取組と成果目標
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　議会基本条例の第3章には「市民に開かれた議会」を目指すべき議
会のあり方とし、市民にわかりやすい情報の発信に努めるとともに、
市民が議会に参加する機会の拡充に努めることを定めています。
　議会活動の情報発信については、様々な媒体を通じて行っていま
すが、今後も市民への広報広聴活動を積極的に行う必要がありま
す。

①
　「市民に開かれた議会」を目指し、市民への情報公開・情報発信を行うと
ともに、市民との意見交換の機会を設けるなど、議会への多様な市民参加
を促進するための取り組みを支援します。

①

【取組】
　議会運営委員会において議会報告会のあり方を検討し、その結果に基づき
必要な支援をします。（事業費100千円）

【成果目標】
　議会の広報広聴機能を高め、市民に議会活動に対する理解を深めていただ
きます。

《令和４年度　議会事務局　組織目標の達成状況》　

事務局長　　　河合　裕明

主
令和４年度当初予算概要「主な事業の概要」に
関連する項目には、「４．課題解決に向けた令和
４年度の具体的な取組」欄に、左の記号を記載し
ています。
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